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   由利本荘市教育支援センターだより 

  
 
 
 
 
 
 
 

第１回由利本荘市コミュニティ・スクール 

連絡協議会が開催（Part１） 
              
令和７年５月１４日（水）午後２時半から西目公民館シーガルで、今年度第１回コミュニティ・スクー 

ル連絡協議会が開催されました。今回は、地域での地域学校協働活動や熟議がさらに活性化することをねらい、
由利本荘市で育てたい子供の姿を思い描きながら、地域を交ぜたグループで「熟議」を行いました。その様子を、

２回（１８号・１９号）にわたってご紹介いたします。 

 

テーマ「由利本荘市の子供たちの成長を支えるために、 

子供と大人が一緒に取り組めること」 

～学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的な推進～ 

テーマについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熟議の様子(できそうな取組（ピンク）を考え、そのために子供ができること（黄色）・大人ができること（水色）を付箋紙

を使って話し合い、各グループからアクションプランを紹介していただきました。) 

第  １８  号 
令和７年 ６月 １ １日 
由利本荘市教育委員会 
学 校 教 育 課 
教 育 支 援 セ ン タ ー 

教育ゆりほんじょう 

学校の中だけでは社会性を育
むことはできません。積極的に
外に出て、様々な世代の人と交
流し、体験活動の機会を充実さ
せることで、社会性が育まれる
のです。大人も子供も、コミュ
ニティ・スクールのしくみを活
かすと、市の将来を支える子供
が育っていきます。 

由利本荘市は、地域活性化のために、ふるさと愛を育む次世
代の人づくりを目指しています。基本政策として「地域資源を
活用し、ふるさと教育に根ざしたコミュニティ・スクールの推
進」「子どもたちの社会性を育む機会の充実」などを掲げてお
り、令和７年の将来人口目標は７万人です。 
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＜アクションプラン熟議シート グループＡ～Ｆ＞  

 

※紙面の都合上、他の４グループの熟議シート・ＣＳマイスターのまとめは、次号（１９号）に掲載いたします。 

一つアイディアが出ると次から次へと意見がつながり、どのグループも活発な話合いがなされました。感

想の中には、学校運営協議会や地域学校協働活動を具体的にどう推進していったらいいか、という疑問も出

されました。次号では、推進のポイントや５月３０日に県生涯学習センターで行われた「第１回学校・家庭・

地域連携協議会」の資料も紹介する予定です。      

＜アンケートの自由記述から＞ 
・子供も大人も、わくわくするようなアイディアの種をいただいた。大変勉強になった。 
・いろんな視点が自分たちの地域の取組の新たな参考となるものばかりで、実に楽しかった。 
・市全体として何ができるか、という新しい視点は、目先を考え柔軟な発想を生み出すことが
できた。今後は、拡大熟議を設定し、未来を担う若者や子供たちの考えも加えて、よりよい
方向性を模索していきたい。 

・子供と地域社会とのつながりや、学校の中だけでは得られない学びが得られるよう、学校運
営協議会の役割は大きいと再認識することができた。 

・マイスターの話を聞いて、ＣＳの取組が街づくりにつながるということを実感した。 
・自分自身が、地域の一員として何ができるかを考えるきっかけになった。 
・学区を広げて、市全体での未来を語り合うことで、地域・学校を見直すことができた。コロ
ナで中断したものもあるが、何とかして以前の由利本荘市のよさを取り返して盛り上げてい
きたい。 

・統合によって地域が大きくなるが、旧小学校単位の活動も考えていかなければならないので
はないか。 
 
 


